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初めてこのボールをテスティングしたとき、本当にこれがYELLOW LINE(MP)のパフォーマンス領域なのか?と驚いたほど、
Mid-laneのキャッチはほぼHP(RED LINE)級レベルのオイルを必要としました。ここ最近のコロンビア社のボールはキャッチする
カバーが多くなってきたと思っていましたが、私にとってはこのDELIRIUM SHOCKがYELLOW LINE(MP)という領域も
一切白紙にしてしまうほど、一番曲がりが強く感じました。コロンビア社発表のリアクションのStrong Mid-lane and Backendは
そのままですが、対応コンディションがmedium oilというのが正直驚きです。 
私のイメージでは、とにかく手前から曲がろう、曲がろうとするほど手前の摩擦を強く感じます。その強さのところからレーンアジャスト
すると、普段よりも手前のオイル量のある部分を使用しなければなりませんでした。そしてMidで曲がり始めてからグイグイとポケット
まで曲がる続けます。Severe DELIRIUMとの比較投球でもパフォーマンスの出方は明らかに差があり、奥の動きをやや強調させた
Severe DELIRIUMなのか、Midの強さを前面に曲がりの大きさを強調させたDELIRIUM SHOCKという表現ができると
思います。カバーストックをHybridからSolidに変えていることも言えますが、500/2000 アブラロン仕上げのSevere DELIRIUM
ら今回500/4000アブラロン仕上げにして最終仕上げの差を大きくすることで、Solidカバー特性を活かしのキャッチ力と
バックエンドリアクションとのバランスを取っているということでしょう。ピンアクションも柔らかく仕上がっているし、価格帯と
パフォーマンスという面ではお手頃に良いボールを入手できると思います。
パフォーマンス領域を超えたキャッチと曲がりを実感できます。
曲がりの大きさとピンアクションの柔らかさ、読みやすい軌道は価格帯を凌駕するボールです。
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